









































本以上より Body Mass Index（BMI）が有意に低く、また、無歯顎高齢者での 1年間の体
重減少は有歯顎高齢者より有意に多いとの報告があるものの、義歯治療による口腔機能回
復が高齢者の栄養改善につながるかについてはほとんど検討がなされていない。 
 本研究では、まず地域在住健常高齢者の食事摂取状況を明らかにすることで歯の喪失が
食事摂取に及ぼす影響を検証し、次いで、低栄養となる危険性の高い要介護高齢者の義歯
治療前後の体重変化を検討することで、咬合の回復と高齢者の栄養改善の関係を明らかに
することとした。これらの結果より、義歯治療を通じた歯科医療の介入は高齢者の栄養の
維持・改善に有益であることが示唆された。 
現在多くの病院や施設・地域で栄養サポートチームが実施されていたり、介護保険施設
では、栄養改善を通じた介護予防の取り組みが行われており、このような栄養改善の試み
に歯科が積極的に関わる必要性を示しているものと考えられる。 
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